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研究成果の概要（和文）：アフリカのマダガスカル、ガーナ、ナイジェリア3カ国を対象に、米取引に係わる市
場制度、とりわけ米の品質がどのように価格に反映されるかについて研究した。比較対象に明治期以降の日本に
おける米市場の発達や現在のアジア諸国の米市場を取り上げ、比較経済発展史の観点から分析をしたことが本研
究の特徴である。アフリカの3カ国では、観察できる品質（砕け米、色、夾雑物など）が米の価格に影響するこ
とが確認できた。しかし、米の品質を記述する標準的な方法が確立していないため、米の実物を見ずに遠隔地間
の取引を行うことは難しい。他方、日本では鉄道網の整備により米の長距離取引が実現した背景には標準化され
た米穀検査制度があった。

研究成果の概要（英文）：We studied market institutions regarding rice trade in three African 
countries namely Madagascar, Ghana, and Nigeria, particularly focusing on how the quality of rice is
 reflected in its price. The main feature of this study is the analyses from the viewpoint of 
comparative economic development, taking the development of rice market after the Meiji era in Japan
 and rice market in contemporary Asian countries for comparison. It was confirmed that observable 
quality such as broken rice, color, and contamination affects rice price in the three African 
countries. However, since no standard method to describe rice quality has been established, it is 
difficult to do long-distance trade without seeing the actual rice. On the other hand, in Japan the 
realization of long-distance trade of rice attributed to standardized rice inspection system.

研究分野：農業経済学，開発経済学
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
(1) サブサハラ・アフリカ（以下、アフリカ）
の各地で農業技術の普及により農業生産性
が上昇し農民の所得向上も確認されている
（例えば、Kijima et al, 2008）。にもかかわ
らず、なぜ農村部における広汎な貧困削減が
起こらないのかという点が本研究の問題意
識である。 
 
(2) 都市部を中心に経済成長が進むアフリ
カでは、米の需要が急増しているが、その需
要を満たすのは主としてアジアから輸入さ
れる米であり、国内の農業生産は十分に反応
できないのが実情である（櫻井 2012）。 
 
(3) アフリカでは生産者と消費者を結ぶ「市
場」が非効率であることが、革新的な農業技
術を採用する動機を農民から奪い、本来であ
れば技術革新の結果として生じるはずの輸
入米に対する国産米の比較優位が実現して
いないのではないか。この仮説に基づき、本
研究ではアフリカの米市場を取り上げ、米市
場を支える市場制度の分析を行う。 
 
２．研究の目的 
(1) 市場に供給する米の「品質と量の確保」
を目的とした発展途上国の公的あるいは私
的な市場制度を研究の対象とする。 
 
(2) 市場制度の実態や理論的基礎づけ、異な
る制度が成立した理由、生産者、流通業者、
消費者の行動や経済厚生に与えた影響など
の問題に比較経済発展史のアプローチを採
用し、日本の歴史やアジア諸国の現状との比
較を行う。それにより、経済的および非経済
的要因と市場制度発展の関係および法則性
を明らかにする。 
 
(3) 後発となるアフリカに可能性のある市
場制度進化の方向性を提示する。 
 
３．研究の方法 
(1) 本研究は異なる 4 つの研究方法から構
成される。第一は、サブサハラ・アフリカに
おける米市場の現地調査である。第二は、日
本の米市場の発達に関する文献レビューで
ある。第三は、サブサハラ・アフリカと対比
する目的での、アジアにおける米市場の現地
調査である。そして最後は、以上の 3つを比
較経済発展史として総合化することである。 
 
(2) 研究対象国として、サブサハラ・アフ
リカで米生産上位 10カ国からマダガスカル、
ナイジェリア、シエラレオネ、ガーナの 4カ
国を選んだ。マダガスカルとナイジェリアは、
籾米の生産量でサブサハラ・アフリカの他の
国を引き離して 1位と 2位である。ガーナは
経済発展水準と 1人あたりの籾米生産量では
ナイジェリアに近い中進国であるのに対し
て、シエラレオネはそれらに関してマダガス

カルに似た低所得国である。ただし、シエラ
レオネは、2014 年よりエボラ出血熱が拡大し
非常事態宣言が出されるなど、調査の実施が
困難な状態となったため、研究対象国から除
くことにした。 
 
(3) アジア諸国のうち比較の対象とするの
は、タイ、ベトナム、カンボジアとインドネ
シアである。タイとベトナムは、米の輸出大
国であり、市場制度（品質基準や公開籾市場
など）が整備されているがタイは民間主導、
ベトナムは国家主導による制度発展という
対照をなす。他方、カンボジアは人口の少な
い貧困国で、米の需給がほぼ均衡していると
いう点でマダガスカル似ている。 
 
(4) 現地調査は、それぞれの国で、実態を
把握する定性的調査と仮説を計量的に検定
するための定量的調査の 2つを行う。両調査
に基づいて、市場の効率化のための制度案を
提示し、ランダム化比較試験（RCT）により
その有効性を検証する。これらを国別に論文
としてまとめた後で、比較経済発展史的なと
りまとめを行う。 
 
４．研究成果 
(1) マダガスカル 
①価格情報の提供実験 
マダガスカル全体では米市場の空間的統

合度が低い。米を買い付ける商人が全国各地
の米価格を知らないことが原因であると考
えられる。その点を確認する目的で、価格情
報の提供に関する RCT を行った。 
首都アンタナナリボの 224名の米商人から

無作為に選んだ半数に全国主要な米産地の
価格情報を、半年間にわたって毎週定期的に
提供した。価格情報は、各人の携帯電話にシ
ョートメッセージサービス（SMS）を使って
直接、送付した。携帯電話により価格情報を
受けた商人は､その前と比較して複数の市場
における価格を把握するようになったが､よ
り価格の安い産地に仕入れに行くという行
動は誘発されなかった。その理由について聞
き取りを行うと、価格だけで米の品質がわか
らないこと、新しい取引相手が信頼できるか
どうか不明であることなどがあげられた。以
上より、マダガスカルにおいて商人の仕入れ
活動を通じて米市場の統合度を高めるには、
米の価格情報の提供だけでは不十分である
ことが明らかとなった。 
 
②米の品質と価格 
マダガスカルでは米の品質について標準

化ができていないため、確実に品質を評価す
るためには実際に手にとって観察するしか
ない。遠距離にある米産地から米に関して得
られる情報は、米の産地と米の銘柄（地元で
の呼び名）程度である。そこで、マダガスカ
ル全国の主要都市（22 の県庁所在都市）で小
売りされている米の価格データを 1年間にわ



たって収集し、価格の決定要因を分析した。
その結果、産地と品種名の組合せは価格に有
意な影響を与えることが明らかとなり、産地
と品種名の組合せが品質の代理指標となっ
ていることが示唆された。しかし、価格の変
動の大半は産地と品種名では説明できない
ことから、「手に取らないと品質がわからな
い」という問題が実際に制約になっているこ
とが確認できた。 
 
(2) ガーナ 
内陸部にあるガーナ第二の都市クマシと

その周辺における調査から､米市場において
米の品質に応じた価格形成がなされていな
いことが観察された。このことが、生産者や
精米業者が米の品質を高める動機を持たな
いことの原因である可能性がある。しかし、
そもそも品質の高い地元産米が安定的に存
在しないことから、品質に応じた価格形成の
機会がないだけなのかも知れない。この点を
解明する目的で、品質の異なる（地元米より
も精米品質のよい）精米を実験的に販売した。 

なお、輸入米と同等に品質の高い地元産米
は市場に存在しないため､自ら精米を行って
販売実験用の高品質米を生産した。 

クマシ近郊の 4つの都市の合計 135 の米小
売業者が実験の対象である。まず半年間、す
べての都市で通常米と高品質米を、そのこと
を明示せずに、価格差もつけずに販売した。
次の半年では、4 つのうち 2 つの都市では、
通常米および高品質であることを明示した
高品質米を販売した。高品質米には 20%の価
格プレミアムをつけた。その結果、価格差の
ない状態では高品質米を選ぶこと、また品質
を明示した 2つの都市では小売業者が高品質
米を高い価格で販売する傾向が観察できた。 
以上から、小売業者も消費者も高品質の米

にプレミアムを支払う意思があることが確
認できた。しかし、品質と価格の関係が確立
していなため、小売業者は自ら品質を評価し
てそれに応じた値付けをするわけではない。
本研究の実験のように、価格プレミアムのあ
る高品質米の入荷が続けば、品質と価格の関
係ができあがるものと予測される。そのため
には、精米所で高品質の精米を産出すること
が大前提であるが、それだけでは困難である。
というのも、現状ではクマシの精米所は賃搗
をもっぱらとしているため、収入は精米手数
料だけである。精米の品質を改善しても、手
数料を値上げすることができなければ投資
を回収できないため、品質改善の動機が乏し
い。米の買い付けも行うような資金力のある
精米所があれば、品質と価格の関係は比較的
容易に成立するであろう。 
 
(3) ナイジェリア 

中央部のナサラワ州とベヌエ州において､
籾米の加工処理業者（パーボイラー）､精米
業者､流通業者の合計 498 名を対象としたベ
ースライン調査を実施した。パーボイルとは、

精米する前に籾米を茹でることで米を硬化
させる手法である。パーボイルを行わないマ
ダガスカルやガーナのクマシでは、籾米を精
米にする段階が米の品質（砕け米の比率）に
大きな影響を与えている。しかし、ナイジェ
リアでは、パーボイルをするため精米による
米の砕けは少ない。その代わりパーボイルに
失敗すると、砕け米や着色米が発生し精米の
質が低下する。したがって、パーボイラーの
技術向上が課題である。 
調査の結果、パーボイラーには、流通業を

兼ねるもの（農家から籾米を買い付けてパー
ボイルする）、独立していて精米業者からパ
ーボイルの委託を受けるものなどいくつか
の形態が存在することがわかった。この違い
は、パーボイラーが籾米を所有しているか精
米業者が籾米を所有しているかであると解
釈できるため、パーボイルの質に気を配るイ
ンセンティブに違いがあると予測される。 
その後、ナサラワ州の一部（州都のラフィ

ア地域）では JICA がパーボイラーや精米業
者に対する技術研修を実施した。この研修は
無作為に実施したわけではないので RCTには
ならないが、ベースライン調査対象地域の一
部のみが研修対象に選ばれたため、研修実施
後にエンドライン調査を行うことで差の差
検定によりインパクトを計測することした。 
エンドライン調査に係わる予備調査では、

JICA がもたらした蒸し器型パーボイル器（籾
米をゆでるのでなく蒸すことで加熱を均質
化する）はまったく採用されていないこと、
その代わり従来型のゆで釜の底にくず籾米
を敷き詰めて蒸し器のようにする技術が自
発的に行われていることが明らかとなった。
この代替技術の普及の要因とその経済的な
効果を明らかにする計画である。 
ナイジェリアでは国内治安の悪化のため、

調査を計画通りに実施できなかった。先延ば
しになっていたエンドライン調査が実施で
きたのは 2017 年 2 月から 3 月にかけてであ
り、現時点でまだ分析は完了していない。 
 
(4) 日本 
明治期以降の日本の米市場の発達につい

て、アフリカの現状と対比させながら文献レ
ビューを行った。日本の米市場は、鉄道網の
敷設等による輸送インフラの整備と新聞や
ラジオといったマスメディア、電信・電話の
普及による価格情報の流通により明治時代
の 1900 年ころまでには統合が進んでいた。
しかし、遠隔地間の米取引を容易にしたのは、
大正時代の 1920 年までに整備された米穀検
査制度と荷為替による代金回収・決済制度で
あった。 
 
(5) アジア 
カンボジアでは、輸出向けの米は近代的で

大規模な精米所で精米されており、輸出先の
規格に合わせた品質の標準化がなされてい
る。しかし、地元向けの米にはそのような品



質の規格はもうけられていない。輸出向けに
品質規格が標準化することは、日本に米を輸
出していた日本領有下の朝鮮でも見られた。 
アフリカで米の品質の標準化が進まない

のは、米がもっぱら国内で消費されているか
らであろう。品質の標準化のないことが国内
の遠距離取引の妨げになっている可能性は
指摘できるが、そもそもアフリカでは国内の
遠距離取引が少ないので品質の標準化が必
要とされていないとも考えられる。この点、
因果関係には注意を払う必要がある。 
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